
本
研
究
は
大
隈
重
信
の
負
傷
か
ら
右
大
腿
部
の
切
断
手
術
と
そ
の
回

復
、
さ
ら
に
義
足
装
着
に
至
る
過
程
と
社
会
復
帰
、
そ
の
後
の
健
康
維

持
に
関
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
連
の
状
況
を
と
り
あ
げ
、
今
口
的
観
点

か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

外
務
大
臣
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
’
一
九
二
三
の
負
傷
事
件
は
、
明

治
二
二
年
一
○
月
一
八
日
条
約
改
正
に
反
対
す
る
来
島
恒
喜
の
投
げ
た

鎮
将
府
日
誌
に
戦
傷
記
事
を
見
出
し
た
。
因
州
は
七
名
全
員
が
病
院
日

記
に
き
っ
ち
り
の
っ
て
お
り
、
江
城
日
誌
や
鎮
将
府
日
誌
に
も
記
載
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
何
故
か
太
政
官
日
誌
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

入
院
戦
傷
者
を
診
療
し
た
医
師
は
、
土
佐
は
弘
田
玄
又
以
下
六
名
、

因
州
は
上
島
千
里
以
下
三
名
、
薩
摩
は
有
馬
意
運
以
下
四
名
で
あ
る
。

入
院
戦
傷
者
の
死
亡
率
は
土
佐
八
・
五
％
、
因
州
三
六
・
八
％
、
薩

摩
は
一
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。

な
お
受
傷
日
か
ら
入
院
日
ま
で
の
平
均
日
数
は
、
土
佐
三
○
・
七
日
、

因
州
七
・
三
日
、
薩
摩
七
・
八
日
、
で
あ
る
。
入
院
戦
傷
者
死
亡
率
と

入
院
日
ま
で
の
平
均
日
数
と
が
反
比
例
す
る
理
由
は
現
段
階
で
は
判
然

と
し
な
い
。

（
平
成
十
年
二
月
例
会
）

大
隈
重
信
の
切
断
手
術
か
ら

健
康
生
活
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
関
す
る
研
究坪

井
良
子

爆
弾
に
よ
っ
て
お
き
た
。

大
隈
の
大
腿
部
切
断
手
術
に
は
主
治
医
の
池
田
謙
斎
、
橋
本
綱
常
、

高
木
兼
寛
、
伊
東
方
成
、
佐
藤
進
、
ド
ク
ト
ル
ベ
ル
ッ
、
高
階
経
本
が

当
た
っ
た
。
手
術
時
の
詳
細
な
記
録
は
高
橋
種
紀
が
「
大
隈
伯
病
床
日

誌
」
と
し
て
、
二
九
×
二
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
頁
、
体
温
表
付

で
毛
筆
で
書
か
れ
、
術
直
後
か
ら
第
一
五
週
に
至
る
ま
で
の
記
録
を
残

し
て
い
る
。
他
大
隈
の
遭
難
に
関
し
て
の
治
療
他
詳
細
な
手
紙
が
残
さ

れ
て
い
る
。

治
療
に
際
し
て
、
外
科
的
療
法
は
橋
本
、
高
木
、
佐
藤
の
三
氏
が
あ

た
り
、
佐
藤
進
の
執
刀
に
よ
っ
て
手
術
が
行
わ
れ
た
。
麻
酔
は
ド
ク
ト

ル
ベ
ル
ッ
が
当
た
り
、
「
午
后
七
時
五
十
分
ラ
ロ
ロ
ホ
ル
ム
」
ノ
吸
入

マ
マ

ヲ
施
シ
麻
粋
ノ
応
ス
ル
ニ
（
略
）
大
腿
下
三
分
一
ノ
盧
二
於
テ
皮
膚
ヲ
輪

状
二
切
開
シ
テ
之
ヲ
上
方
二
反
翔
シ
次
テ
筋
肉
ヲ
切
断
シ
骨
膜
ニ
達
シ

亦
之
ヲ
上
方
二
反
翔
シ
之
ョ
リ
骨
膜
ヲ
剥
離
シ
骨
質
ヲ
鋸
断
セ
リ
（
略
）

股
動
脈
深
股
動
脈
及
上
二
三
ノ
太
キ
静
脈
管
ヲ
結
紮
シ
皮
府
卜
筋
層
ヲ

共
二
縫
合
シ
内
外
両
端
二
排
泄
ロ
ヲ
備
上
妖
度
「
ホ
ル
ム
、
ガ
ー
ゼ
』

ヲ
貼
シ
固
定
繩
帯
ヲ
施
シ
テ
直
二
病
辱
一
一
就
カ
シ
メ
（
略
）
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
日
誌
に
は
最
初
に
駆
け
つ
け
た
医
師
高
木
兼
寛
が
直
ち
に
救

急
処
置
を
施
し
た
た
め
に
出
血
を
免
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と
記

さ
れ
、
高
木
は
直
ち
に
東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教
育
所
生
徒
四
名
を
派

遣
し
て
看
病
に
あ
た
ら
せ
た
。
看
護
婦
が
記
し
た
体
温
表
、
尿
量
、
食

事
献
立
並
び
に
摂
取
量
、
睡
眠
時
間
表
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
の
包
帯
交
換
は
一
週
目
に
行
い
、
二
台
の
蒸
気
ス
プ
レ
ー
を

装
置
し
、
百
倍
石
炭
酸
水
の
蒸
気
で
室
内
の
塵
挨
を
沈
底
し
て
、
包
帯
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を
撤
去
し
、
縫
合
糸
を
除
去
し
て
包
帯
固
定
を
行
っ
た
。
第
二
週
か
ら

四
週
に
か
け
て
症
状
は
軽
快
し
、
食
欲
も
増
進
し
て
安
眠
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
第
八
週
で
創
面
は
一
銭
銅
貨
大
と
な
り
、
全
身
浴
を
行
い
、

来
客
に
会
い
、
官
邸
を
出
て
私
邸
に
移
る
ま
で
に
回
復
し
た
。
第
九
及

び
一
○
週
に
至
っ
て
創
口
は
殆
ど
羅
痕
で
被
わ
れ
た
が
、
僅
か
に
中
心

一
点
の
肉
牙
を
残
し
た
が
断
頭
に
浮
腫
と
痔
痛
を
起
こ
し
、
疵
痕
の
外

端
に
瘻
孔
を
生
じ
、
稀
汁
が
漏
れ
た
た
め
、
縦
径
に
「
ツ
オ
ル
」
の
切

開
を
行
い
、
腱
膜
頽
廃
を
多
量
に
出
し
た
。
第
一
二
週
の
終
り
に
断
頭

は
擁
痕
を
形
成
し
、
内
端
部
に
一
小
瘻
孔
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
が
、

断
腿
の
浮
腫
が
と
れ
な
く
、
安
眠
を
妨
害
し
、
第
一
三
週
、
一
四
週
に

至
っ
て
按
摩
法
に
よ
っ
て
漸
次
断
腿
の
浮
腫
が
消
失
、
よ
う
や
く
安
眠

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
五
週
で
温
浴
法
と
按
摩
法
を
施
行
し

完
全
に
治
癒
し
た
。
容
体
の
良
好
な
経
過
に
は
、
大
隈
自
身
の
健
康
な

身
体
と
楽
天
的
な
性
格
、
綾
子
夫
人
の
決
断
の
速
さ
、
優
れ
た
医
師
の

技
術
、
看
護
婦
の
看
病
が
あ
っ
た
。
看
病
の
様
子
は
、
夫
人
か
ら
の
礼

状
に
よ
る
と
、
周
到
綿
密
、
細
心
誠
意
よ
く
職
務
に
当
た
り
、
着
々
と

機
を
誤
ら
ず
、
病
者
の
意
を
汲
み
、
声
な
き
に
聞
き
、
形
な
き
に
見
て
、

そ
の
一
動
一
作
が
看
護
婦
と
し
て
立
派
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
明
治
二
二
年
一
二
月
二
日
付
の
池
田
謙
斎
・
高
木
兼
寛
・
橋
本

綱
常
連
名
の
診
断
書
に
よ
る
と
、
体
力
も
回
復
し
、
重
要
な
談
話
も
許

可
さ
れ
、
少
し
ず
つ
復
帰
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
翌
年
四

月
中
旬
に
至
っ
て
断
頭
の
創
口
が
完
全
に
癒
え
、
義
足
を
装
着
し
て
運

動
を
開
始
し
た
。
同
年
五
月
一
三
日
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
し
、

御
礼
を
言
上
す
る
た
め
に
参
内
し
て
い
る
。
こ
の
時
初
め
て
義
足
を
装

着
し
て
両
陛
下
に
拝
謁
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
義
足
は
ア
メ
リ
カ

Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社
製
の
義
足
を
装
着
し
て
社
会
復
帰
し
た
。

当
時
の
わ
が
国
は
義
足
製
造
の
技
術
は
未
熟
で
、
義
足
そ
の
も
の
が

定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
大
隈
の
装
着
し
た
義
足
は
、
わ
が
国
の
義
足

の
発
達
と
普
及
に
努
め
、
恩
賜
の
義
肢
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
早
稲

田
大
学
所
蔵
の
大
隈
が
装
着
し
た
義
足
五
本
は
、
本
研
究
に
よ
っ
て
初

め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
義
足
に
つ
い
て
大
隈
は
、
ア
メ
リ
カ
製
造
が

良
い
と
い
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
義
足
製
造
は
、
不
親
切
で
不
熱
心
で
、

未
だ
徳
義
心
が
発
達
し
て
い
な
い
、
こ
の
こ
と
は
憤
慨
に
堪
え
な
い
事

で
あ
る
と
い
い
、
義
足
は
軽
く
し
て
、
値
段
を
安
く
す
る
こ
と
に
心
が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
大
隈
の
義
足
生
活
は
、
特
に

夏
期
に
義
足
の
当
た
る
断
端
部
が
擦
り
剥
け
、
そ
の
痛
み
で
度
々
発
熱

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
断
端
に
食
い
入
る
よ
う
な
痛
み
に
耐
え
、
応
急

処
置
を
し
、
客
と
接
し
放
談
高
論
し
、
閣
議
に
出
席
し
た
。
大
隈
は
人

生
一
二
五
歳
説
を
唱
え
、
そ
の
日
常
生
活
は
規
則
正
し
く
、
独
特
の
方

法
に
よ
っ
て
健
康
が
維
持
さ
れ
た
。
生
活
様
式
を
洋
式
化
し
、
入
浴
法

を
重
ん
じ
た
。
入
浴
時
は
運
動
と
断
端
の
保
温
に
努
め
、
血
液
循
環
を

よ
く
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
精
神
の
健
康
に
は
、
長
生
法
五
カ
条
、
怒

る
な
、
愚
痴
を
こ
ぼ
す
な
、
過
去
を
顧
り
み
る
な
、
望
を
将
来
に
お
け
、

人
の
た
め
に
善
を
な
せ
を
守
り
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
徹
し
た
。

大
隈
は
晩
年
、
胆
石
を
病
ん
だ
。
大
正
六
年
八
月
二
二
日
か
ら
の
看

護
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
最
後
は
摂
護
腺
癌
腫
と
萎
縮
腎
に
よ
り
、

大
正
一
○
年
一
二
月
二
三
日
以
降
食
欲
不
振
、
扇
痩
が
著
し
く
、
癌
腫

が
転
移
し
、
大
正
三
年
一
月
二
日
八
四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
護
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国
寺
の
杜
に
「
従
一
位
大
勲
位
侯
爵
大
隈
重
信
墓
」
と
し
て
、
ま
た
、

佐
賀
市
赤
松
町
の
竜
泰
寺
に
眠
っ
て
い
る
。

大
隈
の
も
た
ら
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
日
的
観
点
か
ら
も

意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
平
成
十
年
二
月
例
会
）

筆
者
は
主
に
二
つ
の
理
由
か
ら
眼
科
医
療
器
械
史
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

一
つ
は
、
鍼
を
立
て
る
（
白
内
障
墜
下
術
）
術
者
の
持
つ
大
き
な
金
鍼

（
メ
ス
）
と
女
性
助
手
の
持
つ
大
き
な
塗
り
碗
（
膿
盆
）
が
描
か
れ
た
、

眼
科
手
術
を
描
い
た
写
実
的
な
最
も
古
い
描
写
画
「
病
草
紙
」
の
「
目

の
少
し
見
え
ぬ
男
」
に
触
れ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
第
Ⅲ
回
Ｈ
本
眼
科
学
会
で
一
般
公
開
さ
れ
た
「
百
周

年
記
念
歴
史
器
械
展
示
」
の
展
示
委
員
と
し
て
、
資
料
保
存
と
眼
科
機

器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
求
め
て
所
蔵
調
査
に
協
力
し
、
さ
ら
に
記
念
事
業

と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
日
本
眼
科
学
会
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
委
員

を
兼
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。

所
蔵
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら
を
保
管
し
て
い
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ

る
大
学
な
ど
で
は
、
医
療
器
械
類
の
新
旧
入
れ
替
え
に
際
し
て
廃
棄
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
現
時
点
で
古
い
器
械
類
を
保
存
し
て
い
く
体

眼
科
医
療
器
械
史
の
○
口
力
○
室
化

奥
沢
康

正

制
は
整
っ
て
い
な
い
。

諸
外
国
の
眼
科
医
療
器
械
保
存
の
現
状
で
は
ド
イ
ツ
の
冒
唱
両
国
号

に
あ
る
⑦
①
吋
日
四
．
冨
吊
２
ョ
○
寓
扁
国
扇
ざ
ご
旦
冨
①
ａ
９
月
で
は
、

個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
発
し
て
、
現
在
は
財
団
法
人
と
し
て
保
存

管
理
さ
れ
、
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た
多
く
の
眼
科
器
械
は
そ
れ
ぞ
れ
完

壁
に
整
備
さ
れ
、
今
で
も
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。

筆
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
個
人
の
私
的
な
所
蔵
品
で
あ
り
、
膨
大
な

量
に
対
し
後
日
の
学
究
対
象
と
し
て
効
率
的
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
ま
た
個
人
の
物
理
的
、
経
済
的
限
界
か
ら
最
良
の
保

存
、
公
開
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
一
方
に
あ
る
。
保
守
管

理
の
点
か
ら
も
、
個
人
が
永
続
し
て
保
存
す
る
に
は
限
度
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
本
来
は

公
的
機
関
に
準
じ
た
博
物
館
設
立
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
べ
き
か
と

は
思
う
が
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
実
現
へ
の
道
程
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ

う
に
思
妄
っ
。

そ
こ
で
、
①
眼
科
器
械
保
存
の
現
状
、
②
眼
科
器
械
発
達
史
の
文
献

検
索
法
、
③
眼
科
器
械
保
存
の
難
し
さ
、
側
個
人
レ
ベ
ル
で
の
保
存
法

の
各
項
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
⑤
○
口
‐
罰
○
冨
化
と
し
て
、
器
械
の
一

つ
一
つ
が
三
次
元
的
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
器
械
の
使
用
法
な
ど
を

含
め
多
く
の
項
目
に
よ
っ
て
検
索
が
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ァ

ム
と
し
て
の
○
口
‐
詞
○
旨
作
成
を
考
え
、
こ
の
経
緯
を
述
べ
た
。
筆
者
の

蒐
集
し
た
史
料
に
掲
載
さ
れ
た
全
て
の
器
械
写
真
を
基
に
し
て
、
こ
れ

を
分
類
整
理
し
、
さ
ら
に
一
つ
一
つ
の
器
械
史
料
を
添
え
て
カ
タ
ロ
グ
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